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↓
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概
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於
け
る
大
阪
府
川
智
曾
枇

リ
カ
ア
ド
ウ
の
恐
怖
論
'

時

諭

我
闘
の
岡
富
及
び
凶
民
所
得
L
T
論
ず

祖
胤

常
招

経
済
政
策
制
定
吋
超
越
的
目
標
に
就
い
て

諌
算
に
依
る
企
業
の
統
制
-
.

砕
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に
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設

苑

回

魁
持
政
策
曜
に
於
廿
る
超
越
的
目
標
に
就
い
て

第
二
十
八
巻

ブι
プ£

第

観

冨兄

苑

経
椀
政
策
事
ド
於
げ
る
超
越
的
目
標
に
就
い
て

藤

旺1

敬

緒

そ会

I=l 

7

ッ
ク
λ

・ウノェ

l
j
l
が
・
枇
曾
政
策
及
枇
曾
科
革
論
集
第
十
九
容
(
一
九

O
四
年
)
の
論
文
に
於

τ、
在
来

の
政
策
事
に
於
け
る
「
痕
値
判
断
」
郎
も
「
政
策
に
合
ま
し
め
ら
る
、
理
想
の
、
掴
判
断
的
決
定
」
の
非
科
事
性
を
指

摘
し
て
以
来
、
政
策
事
の
方
法
論
に
於
り
る
佑
見
解
は
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
、
濁
塊
政
策
事
に
於
て
は
、
所
爾

言。
ZHMan巳
ω
m
m
m
D
2
な
る
も
の
、
一
回
を
生
じ
、
其
影
響
は
現
時
に
於
ー
も
、
術
師
担
税
す
可
ら

F
る
も
の
が
め

る。
併
し
比
立
場
を
是
認
す
る
以
上
、
政
策
事
に
於
け
る
積
極
的
目
標
の
定
立
、
従
っ
て
叉
積
極
的
な
る
、
或
は
超

越
的
な
る
批
判
は
、
不
可
能
Z
な
り
、
在
来
の
政
策
事
的
領
域
は
甚
し
〈
局
限
せ
ら
れ
、
政
策
皐
者
の
任
務
は
受

動
的
ご
な
る
の
傾
向
が
あ
る
。
此
世
田
仁
於
て
、
左
記
ク

=
1バ
l
等
の
主
張
に
よ
b
て
促
苫
れ
た
る
、
政
策
事
に

於
け
る
反
省
に
顧
慮
し
っ
、
街
何
等
か
の
形
に
於
て
在
来
の
政
策
挙
が
庚
き
範
固
仁
於

τ果
百
ん
Z
し
た
る
政
策

Max Webet. Die "Objektivitat" sozialwissenschaftlicheJ' und sozi，白lpo-

litischer Erkenntnis. (Archiv品 Sozialwis5cnschaft und SozialpoXIfik. 
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率
的
使
命
を
追
求
せ
ん
Z
す
る
の
試
み
は
、
其
後
仁
於

τも
事
質
上
断
へ
な
い
の
で
あ
る
。
而

Lτ
叉
を
は
誠
に

正
常
な
る
要
求
で
も
ゐ
る
で
あ
ら
う
o

私
は
近
年
に
於
け
る
か
、
る
試
み
の
「
典
型
を
問
民
経
済
事
並
に
統
計
年

誌
第
二
二
容
に
現
は
れ
た
る
、

V

ヤ
ツ
ク
氏
の
「
科
皐
ご
し
て
の
農
業
政
策
し
な
る
論
文
の
中
に
見
る
事
が
出
来

品
。
こ
の
論
文
は
極
め
て
短
文
で
は
め
る
が
、
其
取
扱
へ
あ
内
容
は
蹴
掛
政
策
皐
上
根
本
的
仁
重
要
な
る
諸
問
胞

に
依
っ

τ充
さ
れ

τ
ゐ
品
。
私
は
之
等
の
中
、
級
済
政
策
事
に
於
け
る
超
越
的
目
標
Z
一
五
へ
る
間
同
組
合
中
心

t
L

τ氏
の
試
み
を
少
し
く
吟
味
し
て
見
度
い
ご
思
ふ
。

究
仁
先
づ
氏
の
所
論
の
大
一
柴
h
f
梢
詳
細
に
紹
介
す
る
で
あ
ら
う
。

一一
シ
ャ
ツ
ク
氏
の
論
旨

氏
の
所
論
は
本
来
ニ
節
に
分
れ
て
居
品
。
今
私
の
問
題
芭
す
る
所
は
、
主
ご

L
τ
第
二
節
に
合
ま
れ
て
居
る
の

で
は
あ
る
が
.
勿
論
密
接
の
関
聯
を
有
す
る
が
依
仁
、
先
づ
第
一
節
の
大
略
を
紹
介

L
次
に
、
中
心
部
分
己

L
て

ω第
二
節
に
言
及
す
る
こ
己
、
す
る
o

氏
以
先
づ
経
済
政
策
の
艶
象
の
範
囲
を
中
心
正
し
て
、
次

ω如
〈
越
ぺ
て

居
る
。
即
ち
、
農
業
政
策
事
は
、
農
業
制
度
(
〉
m
E
2
2
2
)
研
究
の
結
果
を
其
材
料
芭
し
、
或
は
之
を
緒
己

Lτ

研
究
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
ゐ
る
が
、
本
来
前
者
は
品
偶
者
己
会
〈
別
例
の
皐
問
的
特
質
を
持
つ
も
的
で
め
る
と
一
式

ο・
次
に
科
卒
ピ

Lτ
の
農
業
政
策
は
、
何
よ
り
も
先
づ
、
政
策
串
で
は
ゐ
る
が
、
そ
は
賀
際
的
の
政
策
己
は
混

同
し
て
は
な
ら
凶
、
即
も
質
際
家
、
政
治
家
、
業
人
は
、
買
践
的
目
標
(
N
目
立
)
仁
就
い

τ明
か
な
る
を
要
l
、
特

定
の
要
求
を
錯
す
こ
ピ
が
出
来
る
し
・
叉
耐
用
来
仁
起
る
可
き
筈
の
事
制
仁
、
会
人
格
を
寒
げ

τ講
さ
ね
ば
な
ら
凶

詑

苑

館
前
政
情
単
に
酔
け
る
飽
越
的
目
標
に
就
い
て

j， 
b 

第

腕

'fi 

第
二
十

λ
巻

Herbert Schack， Agraq::olitik als ¥Vissenschaft (Jahrlmch :rur National 
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詑

苑

輯
誠
政
策
単
に
於
け
る
超
越
的
且
棋
に
就
い
で

第
二
十

A
轡

プL
A 

第

観

穴

が
、
科
曲
学
者
は
之
ピ
は
反
割
に
本
質
的
に
事
柄
の
認
識
者
で
ゐ

b
、
冷
静
な
る
観
察
者
で
あ
る
ニ
ご
を
指
摘
し

τ

居
る
。然

L
氏
の
考
へ
に
依
れ
ば
、
此
蕗
に
於
て
科
事
ピ
し

τの
政
策
の
可
能
な
る
限
界
の
問
題
が
生
手
る
、
卸
も
科

事
ご
し
て
の
政
策
の
中
に
於
て
も
如
何
な
る
範
幽
迄
積
極
的
進
出
即
も
積
極
的
目
標
設
定
的
或
は
後
腿
的
政
策
論

な
る
も

ωが
可
能
な
る
か
の
問
題
が
起
る
が
、
そ
れ
は
第
二
節
で
取
扱
ム
ニ
ピ
、
し
、
第
一
節
に
於
て
は
農
業
政

策
論
者
は
単
に
認
識
を
行
ム
ぺ
き
も
の
、
郎
も
政
策
撃
者
以
科
挙
者
ご
し
て
そ
れ
自
身
何
等
的
新
た
な
る
質
際
的

目
標
又
は
目
的
を
樹
立
す
る
事
を
得
宇
、
唯
賞
際
的
政
策
家
の
な
す
蕗
を
認
識
に
も
た
ら
す
、
即
も
概
念
に
ま
で

高
め
る
こ
ご
の
み
を
な
す
も
の
さ
先
づ
問
題
を
限
定
し
て
考
察
を
す
、
め
る

e

』
ご
に
す
る
ピ
稀
し
、
こ
の
限
b
に

於

τは
衣
の
三
粘
が
問
題
に
な
る
己
云
っ
て
居
る
。
郎
も
先
づ
第
一
仁
、
か
、
る
前
提
の
下
に
於
け
る
農
業
政
策

拳
は
其
本
質
上
嘗
然
定
め
ら
れ
た
る
目
標
を
有
す
る
農
業
政
策
的
事
賓
の
碗
究
で
ゐ
る
が
故
に
、
政
策
事
者
の
任

務
は
農
業
経
済
の
問
題

ω出
品
揖
鮪
で
あ
る
蕗

ω農
業
政
策

ω目
標
設
定

ω如
何
な
る
も

ωが
存
在
す
る
か
を
決
定

し
、
叉
如
何
な
る
動
機
が
ニ
の
目
標
設
定
山
後
生
に
就
い
て
決
定
的
な
る
も
の
で
ゐ
っ
た
が
、
最
後
に
叉
h
r

、
る

認
識
の
各
倒

ω闘
鞠

ω有
無
又
は
程
度
即
ち
か
、
る
認
識

ω純
系

ω可
能
性
を
決
定
す
る
-
-
Z
に
あ
る
芭
し
、
第

二
に
は
、
第
一
に
於
て
円
標
を
知
れ
ば
、
こ
の
目
標
の
賞
現

ω鋳
の
諸
手
段
が
規
定
せ
ら
れ
る
o

例
へ
ば
急
激
な

る
貨
幣
伺
値
り
低
落
に
よ
h
て
受
〈
る
小
作
人
心
不
利
を
防
止
す
る
Z
云
ム
目
婦
が
立
て
ら
れ
る
正
し
た
場
合

に
、
例
へ
ば
其
手
段
記
し
て
小
作
調
停
官

ω設
置
、
新
ら
し
き
小
作
料
測
定
法
等
が
問
題
ご
な
る
ご
一
五
ふ
が
如
き

は
之
で
ゐ
る

E
潟
し
。
第
一
ニ
に
手
段
が
規
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
芭
共
に
一
つ
の
闘
川
市
岡
聯
が
恭
礎
づ
り
ら
れ



る
o

即
ち
諸
械
的
手
段
以
特
定

ω影
響
を
及
ぼ
し
、
特
定
ゆ
効
果
を
め
ら
は
す
芭
一
式
ム
こ
ご
が
考
へ
ら
れ
る
。
例

へ
ば
上
記
の
小
作
訓
停
の
制
度
ご
か
戒
は
植
民
立
法
或
は
大
土
地
所
省
的
一
分
削
等
が
奥
へ
ら
れ
た
る
事
質
的
且
可

能
的
な
る
各
和
俊
件
的
下
仁
於
て
如
何
な
る
効
果
を
有
す
る
か
を
問
題
正
す
る
、
ピ
云
ふ
が
如
き
は
帥
も
之
で
あ

る
芭
な
し
て
屑
品
。

Z
て
右
の
三
貼
に
閲
す
る
研
究
卸
ち
氏
の
所
謂
政
策
事
に
於
り
る
認
識
的
研
究
が
成
就
さ
れ
た
場
合
に
は
、
之

を
尺
度
正
し

τ輿
へ
ら
れ
た
円
的
に
謝
し
て
現
在
事
質
上
行
は
れ
つ
、
ゐ
る
各
栂
の
政
策
に
就
い
て
の
偲
値
判
断

(
出
向
日
在
日
E
m
)
邸
主
，
氏
の
所
調
内
在
的
批
判

(
H
E
E
E
S円
印
刷
内
号
距
)
が
潟
さ
れ
得
る
こ
正
、
な
る
・
然
も
を
は
無

論
科
皐
的
客
観
的
に
可
能
己
な
る
。
然
る
に
真
に
進
ん
で
、
か
、
る
内
在
的
批
判
の
尺
度
に
就
い
て
の
伺
値
判
断

的
も
か
、
る
尺
度
自
髄
が
妥
賞
な
h
や
否
や
を
決
す
る
世
胞
の
所
謂
超
越
的
批
判
(
甲
山
宮
目

E
S宮
内
岡
山
z
r
)
が
客
観

的
削
も
科
血
中
的
に
可
能
な
h
や
否
や
従
っ
て
又
か
、
る
超
越
的
批
判
の
尺
度
E
な
る
可
き
超
越
的
目
標
設
定
が
科

率
的
に
可
能
己
な
h
得
る
や
否
や
は
頗
ぷ
る
問
題
で
あ
る
ご
し
て
、
之
を
第
二
節
で
取
扱
ふ
こ
正
、
し
て
居
る
。

凡
そ
右
の
如
き
態
度
が
、
僚
機
政
策
事
を
取
扱
ム
科
事
的
論
作
ご
し
て
、
設
然
な
る
事
は
、
大
館
は
察
せ
ら
れ

る
鹿
で
ゐ
り
、
従
っ
て
叉
特
に
問
題
ご
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
喰
氏
が
第
二
節
に
譲
れ
る
か
の
二
個
の
問
題
、

卸
ち
超
越
的
日
原
設
定
・
及
之
に
従
つ

τ行
は
る
可
き
批
判
の
二
問
題
は
、
氏
も
指
摘
せ
る
が
如
〈
、
結
局
一
つ

の
問
題
即
ち
本
来
科
師
学
的
政
策
論
に
於
て
は
、
超
越
的
な
る
償
値
判
断
は
可
能
な
・
り
や
否
や

ω問
題
に
蹄
着
す
る

ω
で
ゐ
る
ο

然
も
ニ
は
正
に
、
か
の
舗
値
判
断
の
排
撃
者
等
の
一
固
に
よ
っ
て
一
路
否
認
せ
ら
れ
た
問
題
で
あ

る
o
氏
は
今
如
何
な
る
立
場
ご
根
披
よ
h
し
て
、
こ
の
難
問
の
展
開
を
企
国
せ
ん
ピ
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
、
業

設

施

嗣
油
開
政
策
離
に
於
け
る
超
越
的
目
標
に
就
い
て

第
二
十
八
巻

プL
丸

節

税

ー
七



語占

耳E

割
前
政
策
撃
に
於
U
る
旭
越
的
口
鶴
に
就
い
て

第
二
十
λ
巷

L) 

O 

調存

続

J、

大
要
は
次
的
如
〈
で
め
る
。

氏
は
一
五
ふ
。
以
下
り
認
識
理
論
的
分
析
が
否
定
的
結
巣
を
生
む
ご
し
て
も
、
術
科
串
ご
し
て
の
農
業
政
策
は
可

能
で
ゐ
る
。
勿
論
狭
き
領
域
に
於

τ即
ち
農
業
政
策
山
中
は
事
賞
上
奥
へ
ら
れ
た
る
農
業
政
策
的
目
標
定
立
に
闘
L

て
考
・
祭
に
入
り
来
る
ぺ
き
然
も
か
の
目
採
り
質
調
唱
に
役
立
つ
蕗
の
手
段
に
閲
す
る
、
夏
に
は
・
』
の
手
段
内
成
果
及

そ
の
内
在
的
意
義
に
閲
す
る
科
山
学
的
桝
究
ご
し
て
共
効
力
を
維
持
す
る
で
ゐ
ら
う
o
而
し
て
叉
事
質
上
に
於
て
農

業
政
策
事
は
一
躍
ー
か
、
る
領
域
に
極
限
せ
ら
れ
た
も
の

Z
し
て
考
へ
ら
れ
る
で
ゐ
ら
う
。
併
し
ょ
の
限
界
が
厳
存

す
る
も

ωご
す
れ
ば
、
農
業
政
策
事

l
l同
一
の
こ
芭
が
常
然
経
済
政
策
事
一
般
に
ピ
っ
て
も
営
彼
ま
る

ω
で

ゐ
る
が
|
|
寅
際
生
活

(
F
S
2
)
し
於

τ指
導
的
態
度
を
持
す
る
こ
ご
も
出
来
な
り
れ
ば
又
そ
れ
を
主
張
す
る
資

格
も
な
い
ニ
ご
、
な
る
o
卸
も
彼
は
賞
際
生
活
か
ら
離
れ
て
、
間
耐
宛
室
ご
講
堂
に
於
て
謙
遜
な
る
存
在
を
保
持
L

て
行
か
ね
ば
な
ら
必
で
ゐ
ら
う
。
然
も
一
方
賞
際
的
経
済
政
策
は
そ
の
凋
自
の
道
を
行
〈
事
E
な
る
で
ゐ
ら
う
。

彪
が
農
業
政
策
率
的
限
界
は
恐
〈
は
術
そ
の
範
闘
を
鱗
張
出
来
な
い
だ
ら
う
か
。
或
は
叉
か
の
麗
I
大
い
に
外

見
を
袋
ひ
っ
、
ゐ
る
、
且
自
分
自
身
で
誠
し
た
る
科
率
的
仰
制
(
制
限
)
な
る
も

ω
は
・
事
質
上
行
は
れ
つ
、
ゐ
る

か
。
農
業
政
策
撃
の
可
能
性

ω問
題
は
か
く
し
て
説
れ
に
し
ろ
、
か
の
狭
め
ら
れ
た
る
、
制
限
せ
ら
れ
た
る
農
業

政
策
等
の
可
能
性
に
は
向
げ
ら
れ
十
に
、
寧
ろ
か
の
狭
吉
領
域
を
超
越
す
る
、
償
援
せ
ら
れ
た
る
、
買
際
的
経
済

生
活
に
直
接
有
意
義
な
る
農
業
政
策
事
の
可
能
性
の
上
に
向
け
ら
れ
て
居
る
。

若
L
こ
の
科
撃
が
(
質
際
)
生
活
に
於

τ指
導
的
態
度
を
取

b
、
号
し
て
経
験
並
び
に
宵
際
生
活
仁
直
接
の
閥

聯
、
最
密
綾
な

ι連
絡
を
保
た
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の

E
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
農
業
政
策
事
即
ち
科
率
的
経
済
政



策
弟
は
上
遁
繍
張
せ
ら
れ
た
る
意
味
に
於
て
可
簡
で
な
〈
で
は
な
る
ま
い
。
郎
ち
吾
人
は
翠
に
宮
町
内
ロ
す
る
の

み
な
ら
A
Y
F
門
伝
言
す
る
。
こ
の
科
卒
に
は
箪
に
受
動
的
な
態
度
を
持
し
て
賞
際
的
農
業
政
策
家
が
如
何
な
る
目

標
|
|
-
切
の
目
標
に
闘
し
て

--ω
科
曲
宇
が
そ
の
探
求
E
批
判
ご
を
行
ふ
Z
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
が

i
ー
を
樹
立
す

る
か
を
挑
手
し
て
待
つ

E
ゐ
る
事
が
許
さ
れ
ぬ
。
-
』
の
科
問
中
は
彼
内
控
え
め
勝
も
な
る
帥
限
度
か
ら
踏
み
出

L
て、

能
動
的
Z
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
に
し
て
も
之
等

ω要
求
は
如
何
に
し
て
可
能
正
な
る
か
い
v
問
題
で
め
る
。
蓋
し
こ
の
椛
の
企
て
ζ

を
は
過

去
に
於

τ其
賞
践
的
調
断
論
に
依
つ

τ畑
か
の
当
2
E円陣内町一
ω鳴
岡
田
百
円
に
名
を
婦
さ
し
め
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
ゐ

る
。
新
〈

L
て
慈
に
一
つ
の
矛
盾
が
生
守
る
。
郎
も
一
方
に
は
積
極
論
の
必
要
を
、
他
方
に
は
そ
の
論
理
的
脊
定

を
生
す
る
。
而
し
て
政
策
事
に
於
け
る
目
楳

ω設
定
の
、
必
要
正
可
能
ご
の
こ
の
矛
盾
よ
b
来
る
悩
み
は
、
同
時

に
政
策
論
の
批
判
に
於
り
る
同
様
の
困
難
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
郎
も
政
策
に
於
け
る
目
標
己
手
段
ご
の
埴

合
閥
係
を
論
守
る
に
賞
っ
て
も
、
そ
の
批
判
の
尺
度
が
奥
へ
も
れ
た
る
目
標
の
中
に
止
ま
る
限
h
仁
於
て
は
、
そ

は
内
在
的
批
判
に
終
台
、
従
っ
て
叉
何
等
の
困
難
を
も
件
ム
;
ピ
は
無
い
、
只
一
度
批
判
が
従
来
是
認
せ
ら
れ
、

意
欲
せ
ら
れ
た
も
の
を
超
越
す
る
蕗
の
一
つ
の
新
ら
し
き
立
場
に
立
脚
せ
ん
ご
す
る
時
、
即
も
一
つ
の
創
造
的
に

新
ら
し
き
目
標
設
定
を
銭
苔
ん
ご
す
る
時
に
、
初
め

τ問
題
が
起
る
の
で
あ
る
。
斯
〈
し
て
こ
の
意
味
の
目
標
定

立
正
批
判
ど
は
相
関
聯
し
っ
、
右
的
難
関
仁
沼
越
す
る
次
第
で
あ
る
。

上
越
の
如
き
矛
盾
附
係
に
ゐ
b
z
思
は
る
、
右
の
問
題
に
劃
し
て
自
分
(
印
ngnr)
に
は
突
の
如
、
ョ
解
決
が
存
す

る
様
に
思
は
れ
る
。
帥
ち
科
曲
学
的
経
済
政
策
家
特
に
農
業
政
策
家
も
亦
新
規
な
超
越
的
目
標
を
定
立
し
て
宜
し
い

設

列島

経
済
政
筑
凪
中
日
於
貯
る
超
越
前
目
標
に
就
V

て

第
エ
十
λ
巻

O 

器二

部

九



説

施

輯
諦
政
策
副
申
に
於
吋
る
超
越
的
自
棋
に
説
い
て

第
一
一
十
A
巻

=一O
ニ

第

現

O 

正
一
回
ふ
解
決
が
得
ら
れ
る
様
に
思
は
れ
る
。
但
L
こ
の
目
標
は
一
つ
の
有
カ
な
晶
、
確
信

ω閑
難
な
る
(
U
V
m
h
N
O
千

四
E間
切

R
F
5
H
Oロ
)
判
断
の
内
容
ど
は
な
り
得
る
も
の
で
な
〈
、
か
、
る
判
断
の
前
借
を
錯
す
庭
の
偲
定
{
認
容
)

(〉ロ
E
F
B
O
)
ピ
な
h
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
こ
の
判
断
は
あ
る
程
度
に
於

τ浮
動
般
態
に
ゐ
品
。
震
際
的

政
策
家
の
目
標
は
直
ち
仁
カ
強
き
確
信
を
有
す
る
一
つ
の
判
断
の
中
に
移
っ
て
行
〈
が
、
科
接
的
政
策
家
の
場
合

は
之
に
反
し
て
|
|
吾
人
が
若
し
か
、
晶
表
現
を
使
用

L
得
る
・
も
の
な
ら
ば

l
!車
に
判
断
の
見
込
色
町
E
R
V守

口
。
る
を
主
張
す
る
の
み
で
ゐ
る
。
賞
際
家
は
ゐ
る
特
定
の
見
積
b
に
賛
成
L
、
之
に
劃
し

τ盈
脳
的
責
任
を
負
携

す
る
o

即
ち
彼
仁
云
は
す
れ
ば
「
是
は
錯
さ
れ
ね
ば
な
ら
肉
し
錦
古
る
べ
き
に
」
、
Z
云
ふ
こ
E
に
な
る
o

目
標
定

立
は
此
蕗
に
於
て
は
必
然
性

ω性
質
を
持
つ
の
で
あ
る
o

さ

τ可
能
性
(
宮
印
四
国
各
自
日
常
)
ご
必
然
性

(
2
0
言
内
ロ
島
町
田
内
乱
帥
)

E
は
恰
も
真
理
や
胤
偽
の
如
〈
表
象
の
劉
象

Z
直
接
に
結
び
付
く
も
の
で
は
な
〈
て
唯
そ
れ
等
の
等
調

者

(
h
r
S巳

Erz)
た
る
客
似
性

(O£

R
E〈
)
ご
の
み
無
理
な
し
に
結
合
し
得
る
の
で
ゐ
る
。
客
観
的
な
る
も

の
(
U
B
O
Z
R
r
Z
4
)
は
そ
の
(
内
容
の
)
表
出
を
品
目
ω

の
附
い
た
命
題
(
ロ
自
E
E
N
)
の
中
に
見
出
す
。
例
へ
ば

(
4
0
E
E
-
z
q
q
m
o
E
Z
Z
)
又
は
客
値

{
O
£
2rH)

経
済
は
認
識
の
劃
象
又
は
客
般
で
あ
る
o

経
済
が
存
可
る
ご
云
ム
事
(
ロ
自
ω
2
5
2昼
島
問
伊
丹
)
は
郎
、
子
ら

認
識
に
閲
す
る
客
観
的
な
る
も
の
で
ゐ
る
o

一
つ
の
客
様
却
も
一
つ
の
経
倍
、

一
つ
の
企
業
ピ
云
ふ
が
如
、
き
も
の

は
決

Lτ
可
能
又
は
不
可
能
で
ゐ
h
・
其
又
は
俄
で
は
ゐ
り
得
な
い
が
「
岬
靴
修
吉
企
業
ピ
が
存
在
す
る
Z
云
ふ
こ

t
」
は
勿
論
可
簡
で
ゐ
り
、
奥
で
あ
・
り
、
其
他
で
あ
る
。

諸
多
の
経
済
政
策
的
目
棋
は
上
越
又
は
類
似

ω賓
僻
が
判
断
上
そ
れ
等
に
結
び
付
り
ら
れ
る
限
b
客
観
的
な
る



も
の
に
厨
す
る
o

ニ
の
客
観
的
な
る
も
の
は
賞
際
に
於
て
も
叉
理
論
に
於
て
も
起
る
が
、
併
し
費
際
的
経
済
政
策

ご
科
率
的
経
傍
政
策
ご
の
聞
に
存
す
る
根
本
的
差
異
は
な
見

(
m
n
r
R
r
)
仁
よ
れ
ば
次
の
事
卸
も
こ
の
雨
者
の
聞

に
存
す
る
客
削
倒
的
な
る
も
の
が
、
前
者
に
於

τは
必
然
性
の
賓
僻
正
、
そ
し
て
筏
者
に
於
て
は
可
能
性
の
賓
館
己

結
び
付
げ
ら
れ
る
芭
云
ム
事
の
中
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

賞
品
局
(
的
。
辛
口
)
自
館
は
|
|
こ
の
結
合
今
一
度
注
意
す
ぺ
〈
ん
ば
|
|
可
能
で
も
ゐ
b
得
ね
ば
叉
必
然
で
も
あ

h
得
両

ωで
あ
る
。
即
ち
小
作
経
済
は
可
能
的
に
存
続
す
る
ぺ
き
だ
な
ど
芭
は
誰
し
も
云
ふ
を
得
な
い
、
が
併
し

賃
借
経
済
は
保
存
す
べ
き
だ
ぜ
一
玄
ふ
事
は
可
能
で
あ
h
、
或
は
可
能
性
を
持
つ

Z
か
、
或
は
自
分
は
そ
れ
を
認
容

す
る
・
等
一
五
ム
事
は
勿
論
可
能
で
あ
る
。
か
、
る
認
察
、
か
、
る
般
定
的
目
的
定
立
の
中
に
於
て
科
率
的
農
業
政

策
家
は
前
進
し
て
、
濁
創
的
仁
活
動
す
る
こ

t
が
出
来
る
。
彼
は
一
つ
の
事
が
或
は
他

ω車
中
が
起
る
目
、
き
こ
ど
そ

認
容

L
、
然
る
後
之
に
基
づ
い
て
こ
の
目
棋
を
賞
現
せ
ん
ご
す
る
が
錦
に
は
如
何
な
る
手
段
が
必
須
的
で
あ
ら
う

か
、
其
放
同
市
は
典
へ
ら
れ
た
る
事
情
の
下
に
於
て
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
Z
云
ふ
様
な
事
を
問
題
に
す
る
(
自
ら
に

問
ふ
)
-
』
ご
が
出
来
る
o

然
る
後
こ
の
科
率
的
に
確
定

L
得
べ
き
成
果
に
依
っ
て
賞
際
的
経
務
政
策
家
は
、
彼
が

か
の
科
挙
じ
よ
・
り
て
提
供
せ
ら
れ
た
る
目
棋
を
賞
現
せ
ん
ぜ
意
欲
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
彼

は
決
意
を
す
品
。
そ
し
て
恰
も
こ
の
事
じ
依
つ

τ自
己
ご
科
率
的
政
策
家
ご
を
区
別
す
る
。
新
(
し
て
超
越
的
目

棋
の
問
題
り
解
決

ε共
に
超
越
的
批
判
の
問
題
も
解
決
せ
ら
れ
る
。
議

L
超
越
的
円
様
こ
そ
は
級
車
唱
の
尺
皮
ご
な

る
も
の
で
め
る
か
ら
。
が
併
L
批
判
の
超
越
的
尺
度
は
術
何
ピ
云
っ
て
も
み
ム
〈
浮
動
的
で
め
る
。
従
っ
て
人
は
、

そ
は
会
館
如
何
な
る
意
義
を
持
り
も
の
な
'
り
や
さ
問
ふ
事
も
出
来
る
で
ゐ
ら
う
。
蓋
し
こ
山
際
各
自
様
々
の
立
場

!!l: 

苑

相
日
前
政
策
串
に
於
け
る
超
越
的
H
掠
に
就
い
て

第
二
十
λ
血
管

=一o=一

量得

貌



詑

施

総
持
政
策
単
に
於
け
る
超
越
的
目
棋
に
就
い
て

第
二
十
人
容

O 
四

第

焼

じ
於

τは
、
勝
手
な
事
を
考
へ
る
こ

E
も
出
来
る
し
、
空
想
に
は
際
限
が
な
い
か
ら
で
め
る
。
従
っ
て
右
の
質
問

は
貨
に
尤
色
で
ゐ

b
、
従
っ
て
を
は
又
同
様
に
し
て
客
制
的
妥
掛
向
性
ゐ
品
規
範
を
求
め
し
め
る
事
官
も
な
る
ο

即

も
此
の
鮎
に
闘
し
て
来
の
如
、
さ
考
慮
を
必
要
正
す
る
。
斯
る
場
合
問
題
己
な
る
も
の
は
容
想
的
、
恨
偲
的
、
不
可

能
的
な
る
目
憾
で
は
な
〈
.
認
申
砕
的
目
標
で
ゐ
る
。
郎
ち
科
事
的
経
済
政
策
家
は
其
日
棋
を
月
の
世
界
か
ら
は
取

h
来
る
よ
ご
は
出
来
な
い
。
そ
は
必
中
経
鴎

ω
一
奥
底

ι其
棋
祇
ey持
つ
一
1
居
な
け
れ
ば
な
ら
泊
三
百
ふ
考
へ
が
そ

れ
で
ゐ
る
。
目
棋
は
な
る
桂
超
越
的
で
ゐ
る
。
が
併
し
そ
は
此
彪
で
は
総
て
の
経
験
を
超
越
し
て
吉
一
五
ふ
こ
ご
を

意
味
す
る
も

ωで
は
な
〈
、
そ
は
車
に
停
統
制
酬
や
体
統
教
義
を
超
脱
す
る
さ
一
五
ム
意
味
た
る

ι過
ぎ
な

ν。
倫
叉

こ
れ
等
の
諸
目
棋
は
賞
際
生
活
ご
恰
も
段
厳
密
な
る
閥
駒
を
持
っ
て
ぬ
な
り
れ
ば
な
ら
れ
刷
。
経
験
に
級
祇
を
張
っ

て
居
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
即
も
二
れ
等

ω
目
標
は
貨
現
可
能
的
で
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
超
越
的
経
済

政
策
的
目
標
に
於
け
る
客
翻
的
安
営
性
ゐ
る
規
範
|
|
然
も
そ
の
唯
一
の
資
質
(
質
料

)iは
経
験
内
に
於
げ
る

賞
現
可
能
性
で
あ
り
即
も
経
漉
生
活
内
に
於
げ
る
そ
の
質
現
の
可
能
性
で
ゐ
品
。
云
々
ご
結
ん
で
居
る
。

凡
そ
右
に
暴
げ
た
る
も
の
は
V

ヤ
ツ
ク
氏
が
第
二
節
に
於

τ討
究
せ
る
政
策
論
の
要
鮎
的
殆
ん
H

と
逐
字
詳
ピ
も

云
は
る
可
き
も
の
で
あ
る
。

向
氏
は
全
文

ω結
び
ご
し
て
右
越
ぺ
た
る
限
度
迄
科
曲
学
的
研
究
は
正
賞
に
共
歩
み
を
進
め
得
る
も
の
な
る
一
』
E

を
附
言
し
て
ゐ
る
。

二
つ
の
疑
貼
に
就
い
て



き
て
V

ヤ
ヅ
ク
氏
の
論
旨
の
絢
末
ゆ
鈷
に
迄
及
ぶ
な
ら
ば
数
多
の
疑
問
を
生
じ
得
る
で
ゐ
ら
う
。
が
私
が
今
特

に
問
題
ご
す
る
世
胞
は
前
述
り
如
〈
超
越
的
円
価
闘
を
中
心
正
せ
る
も
り
で
あ
り
、
そ
の
限
h
に
於
て
は
次
的
二
貼
が

重
要
吉
な
る
。

第
一
氏
は
奥
へ
h
b
れ
た
る
目
標
内
に
於
け
る
政
策
論
は
指
場
的
態
度
に
出
づ
る
賀
椅
を
有
し
な
い
も
の

Z
考
へ

るご一一品

ι・』ご。

第
二
は
氏
は
政
策
論
が
指
説
的
資
山
帽
を
得
ん
が
活
に
は
、
換
言
す
れ
ば
興
へ
ら
れ
た
る
目
標

ω嘗
否
を
批
判
せ

ん
が
震
に
は
政
策
論
は
氏
の
所
説
超
越
的
目
様
に
従
っ
て
例
究
せ
ら
れ
3
る
べ
か
ら
中
古
考
へ
る
こ
ご
。

之
で
あ
る
。

先
づ
第
一
を
吟
味
し
て
見
皮
い

t
思
ふ
。

例
へ
ば
氏
が
「
事
質
上
典
へ
ら
れ
た
る
政
策
的
は
岡
崎
定
立
に
闘
し
て
考
察
せ
ら
る
、
範
幽
内
に
於
て
の
み
縄
梼
政

策
事
は
そ

ω放
カ
セ
維
持
し
得
る
E
錯
す
限
h
、
即
ち
奥
へ
ら
れ
た
る
目
標
に
内
在
す
る
限
・
0
.

そ
は
質
際
生
活

に
於
て
指
説
的
態
度
を
持
す
る
こ
ご
も
出
来
な
け
れ
ば
叉
そ
れ
を
主
張
す
る
資
格
も
持
た
な
い
こ
己
、
な
る
」
吉

一
五
ひ
、
「
ニ
の
限
田
介
、
こ
の
制
限
内
に
居
る
限
h
政
策
事
は
狭
き
範
固
に
腕
蹄
す
る
も
り
で
あ
h
、
政
策
事
者
は

研
先
室
内
に
塾
屈
す
る
も
の
で
ゐ
り
、
か
〈
て
寅
践
と
密
伎
の
関
係
を
持
つ
筈
り
政
策
事
は
そ
の
本
旨
に
副
ひ
得

な
い
-
』
正
、
な
る
。
が
本
に
も
事
質
上
ん
川
、
る
制
限
は
膝
守
さ
れ

τゐ
な
い
。
」
芭
云
ふ
が
如
き
見
解
を
同
様
に

内
在
す
る
政
策
論
に
就
い

τ抱
く
も
り
な
る
こ
ど
は
前
漣
に
よ
り
疑
ふ
俄
地
り
無
い
所
で
ゐ
る
。
然
る
に
、
氏
は

こ
の
割
判
事
的
論
作
に
於
て
、
所
典
り
目
慌
に
内
在
す
る
政
策
事
が
指
噂
的
趨
度
に
出
づ
る
資
山
情
な
し
Z
主
張
す
る

詑

~Il 

組
拙
阿
政
策
事
に
於
げ
る
超
越
的
目
標
に
就
い
て

お
二
十
λ
容

一二

O
E

第

抗



説

宛

組
済
政
策
回
中
に
於
け
る
超
越
的
目
標
に
就
い
て

第
二
十
λ

巷

o 
~. 
J、

銘

観

同

に
方
っ

τ、
指
導
的
隙
皮
そ

ω
も
の
に
闘
す
る
明
織
な
る
定
義
を
典
へ
な
い
の
は
ま
だ

L-也
、
指
摘
岬
的
資
格
ケ
否

定
す
る
判
断
の
論
理
的
松
協
を
苫
へ
示
し
て
ゐ
な
い
。
強
ひ
て
何
者
か
を
求
む
れ
ば
「
皐
者
は
宵
際
生
活
か
ら
離

れ
て
研
究
室
正
講
堂
正
に
於
て
謙
遜
な
る
存
在
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
凶
で
あ
ら
う
。
然
も
一
方
官
際
的
経
融
制

政
策
は
そ

ω獅
自
の
途
を
行
〈
噂
』
正
、
な
る
で
あ
ら
う
o
」
ご
云
ひ
又
「
こ

ω科
事
(
経
済
政
策
事
)
に
は
草
に
受
動

的
態
度
を
持
し
て
、
寅
際
的
政
策
家
が
如
何
な
る
目
標

|
iこ
の
目
標
に
閲
し
て
こ
の
科
撃
が
そ
の
探
究
古
批
判

ご
を
行
ム
ピ
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
が
!
ー
を
樹
立
す
る
か
を
扶
手
し
て
待
う
て
ゐ
る
-
』
己
が
許
苫
れ
叫
o
」
ピ
骨
川
せ

る
鮎
に
唯
氏

ω要
求
を
鬼
出

L
う
る
の
み
で
あ
る
。
が
然
し
、
こ
の
際
即
ち
目
標
に
内
在
す
る
研
宛
の
場
合
に
於

て
、
賀
際
家
は
叉
質
際
的
経
糠
政
策
は
そ
の
濁
白

ω途
を
行
〈
ご
云
ひ
、
拳
者
は
扶
手
し
て
見
て
居
て
は
な
ら
ぬ

t
云
ふ
判
断
が
論
理
的
に
安
蛍
午
る
こ
ご
に
就
て
は
、
一
言
も
費
さ
れ

τ居
ら
ぬ
o

こ
は
既
に
科
梨
的
論
議
ご
し

て
甚
だ
嘗
を
得
な
い
も
の
で
あ
り
そ
れ
自
縄
問
題
で
ゐ
る
が
'
ぞ
れ
は
師
甘
く
措
き
、
私
は
氏
の
主
張
そ
の
も
の
、
営

否
を
吟
味
す
る
・
』

εに
依
っ
て
嘗
商
の
問
題
を
展
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
向
。

先
づ
順
序
ご
し
て
指
白
導
的
態
度
な
る
も
の
を
考
へ

τ見
皮
ぃ
。
事
者
が
賞
際
家
e
V
一
指
噂
す
る
ご
云
ふ
こ
ご
は
経

済
政
策
皐
に
於
て
は
、
究

ω如
き
意
味
に
於
げ
る
限
り
是
認
せ
ら
れ
得
べ
き
も

ωで
ゐ
ら
う
。
郎
も
経
済
準
君
が

そ
の
専
門
的
皐
理
ご
必
然
的
な
目
標
ご
の
閥
係
を
一
般
的
な
る
闘
聯
に
於
て
考
察
し
た
結
果
が
質
際
家
の
採
用
す

る
蕗
ご
な

b
、
質
際
中
部
の
指
針
ご
な
る
ご
云
ふ
限
り
に
於
て
は
終
済
政
策
事
は
司
質
践
に
制
到
し
て
指
導
的
な
る
立
場

に
あ
ら
正
云
ム
日
」
己
を
得
る
で
ゐ
ら
う
一
。
或
は
寅
際
家
を
指
暗
唱
す
る
目
的
を
以
内
ノ
て
蝦
定
的
に
戒
賞
践
的
目
標

ピ
手
段
正
の
関
係
を
経
済
準
理

ω閲
す
る
限
h
に
於

τ研
究
し
て
見
せ
る
絞
な
場
合
も
ゐ
る
で
あ
ら
う
に
川
真
に



は
叉
事
質
上
奥
へ
ら
れ
た
る
目
標
正
手
段
正
の
拍
迎
合
闘
係
を
専
門
的
立
場
よ
b
し
て
批
判

Lτ
見
せ
る
こ
ご
も
可

能
で
あ
ら
う
三
。
情
こ
の
他
に
経
憐
政
策
に
於
付
品
目
標
一
一
般
を
或
純
の
錦
語
論
に
従
っ
て
決
定
し
、
之
十
指
示

す
る
が
如
き
態
度
に
出
づ
る
ニ

E
も
可
能
で
あ
ら
う
、
が
氏
は
か
、
る
方
面
に
は
み
一
然
絢
れ

τ居
な
い
か
ら
、
私

も
之
を
般
に
不
問
に
付
す
る
一
』
吉
、
す
る
。

却
設
右
三
者
の
場
合
に
於
て
、
賞
際
家
が
こ
の
科
準
的
研
究
り
結
果
を
尺
度
ご
し
て
利
用
す
る
こ
芝
、
、
な
れ
ば

斯
串
は
指
導
的
立
場
唱
し
ゐ
る
も

ω
E
Zひ
符
る
で
ゐ
ら
，
フ
。
指
導
な
る
言
葉
の
色
々
の
意
味
の
中
嘗
商

ω問
題
ご

な
る
も
の
は
恰
も
三
の
場
合
仁
該
嘗
す
る
も
の
よ
ち
他
に
考
へ
ら
れ
な
い
。
然
も
氏
が
ニ
の
場
合
に
於
て
指
導
的

態
度
を
否
定
す
る
苫
す
れ
ば
、
そ
の
仕
方
に
は
大
略
二
つ
の
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
印
ち
目
標
が
併
に

典
へ
ら
れ
た
る
限
り
に
於
て
は
政
策
躍
が
賞
践
を
指
哨
帯
す
る
機
曾
は
考
へ
ら
れ
な
い

Z
す
る
か
或
は
叉
・
』
の
場
合

に
於
て
は
指
導
の
質
践
を
車
中
げ
得
る
こ
ご
は
殆
ん
ど
望
み
難
い
ご
す
る
か
の
何
れ
か
に
蹄
着
す
る
で
ゐ
ら
う
。
卸

ち
前
者
に
於
て
は
指
令
導
的
論
理
的
じ
不
可
能
な
る
ニ
ご
を
意
成
し
後
者
に
於
て
は
事
貫
上
不
可
能
な
る
ニ
Z
を
意

味
ず
る
。
右

ω
二
つ
の
場
合
に
就
い
て
氏
が
兎
も
角
も
言
及
し
て
h
M

る
ご
思
は
れ
る
も
の
は
前
者
の
場
合
だ
け
で

あ
b
後
者
に
は
全
然
鯛
れ
て
ゐ
な
い
。
従
っ
て
私
は
ζ

の
際
前
者
だ
け
を
問
題
ご
す
る
で
ゐ
ら
う
。
特
定
の
目
標

が
奥
へ
ら
れ
た
る
場
合

ω政
策
論
は
指
導
的
た
り
得
な
い
吉
す
る
論
理
的
理
由
に
就
い
て
も
氏
は
前
言
せ
る
が
如

〈
直
接
に
は
一
言
を
も
費
し
て
居
な
い
。
唯
内
在
的
批
判
に
就
い
て
遁
ぺ
た
る
所
に
氏
の
見
解
ご
推
測
さ
る
、
も

の
、
閥
接
的
な
る
説
明
ぞ
得
る
事
が
出
来
る
の
み
で
ゐ
る
。
郎
も
そ
れ
に
依
れ
ば
、
内
在
的
研
究
が
成
立
す
れ
ば

即
ち
特
定

ω目
標
ご
そ
の
手
段
正
が
定
め
ら
れ
た
る
場
合
に
は
、
政
策
且
平
岩
は
そ
の
定
め
ら
れ
た
る
手
段
が
目
楳

詑

施

経
済
政
策
皐
に
於
け
る
超
越
的
目
棋
に
就
い
て

第
一
一
十
λ
巻

E
C
七

節

税

五



7此

弗

艦
油
開
政
策
革
に
於
昨
る
超
越
的
目
標
に
就
い
て

第
二
十

A
巻

O 
入

都

競

" 

(
N
E
)

古
稀
せ
ら
る
、
も
の
古
一
致
す
る
や
否
や
、
叉
何
蕗
に
不
一
致
が
生
や
る
か
等
を
問
題
仁
す
る
。
か
、
ゐ

判
断
は
奥
へ
ら
れ
た
る
事
質
問
係
内
に
存
し
、
従
っ
て
叉
内
在
的
批
判
ご
名
附
げ
得
ら
る
、
で
あ
ら
う
。
が
併
し

典
へ
ら
件
た
る
債
依
尺
度
白
鶴
に
閲
す
る
客
観
的
判
断
が
可
能
な
h
や
は
一
の
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
例
へ
ば
貨

融
市
煩
値
低
落

ω不
利
よ
h
小
作
人
を
保
護
す
る
場
合
の
手
段
が
小
作
調
停
官
の
制
度
な
b
ご
す
れ
ば
、
こ
の
手
段

に
閲
す
る
偲
値
判
断
印
も
内
在
的
批
判
は
問
題
な
〈
可
能
で
め
る

Q

併
し
目
標
に
閲
す
る
判
断
が
許
苫
れ
る
や
否

や
即
も
小
作
純
情
一
般
に
閲
す
る
合
目
的
牲
が
疑
問
Z
Z
れ
得
る
や
否
や
は
問
題
で
あ
る
。
一
五
々
古
都
し

τ
ゐ

る
。
ニ

ω場
合
氏

ω目
標
内
在
的
研
究
ご
一
五
ふ
も

ωが
興
へ
ら
れ
た
る
目
標
ご
特
定
の
手
段
ピ

ω治
合
関
係
や
研

究
す
る
も
の
で
ゐ
る
ご
云
ふ
事
は
疑
ひ
も
な
い
。
然
も
か
、
る
も

ωに
は
指
導
的
な
る
余
地
が
あ
り
得
な
い
。
蓋

L
そ
は
指
導
的
な
る
超
越
的
な
る
目
標
的
如
〈
拠
へ
ら
れ
た
る
目
標
批
判

ω尺
度
を
見
出
L
得
な
い
か
ら
で
ゐ

る
。
従
っ
て
常
然
、
政
策
川
目
標
内
在
的
研
究
に
は
、
一
般
に
指
摘
帯
性
が
あ
b
得
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
は
金

〈
受
動
的
ご
な
り
、
質
際
家
に
支
配
せ
ら
る
、
事
正
な
る
。
正
氏
は
主
張
す
る
も
山
り
の
如
〈
で
ゐ
る
。

今
般
に
忍
的
推
測
が
氏

ω
理
肉
正
す
る
蕗
に
賞
れ
b
z
す
る
時
、
右
の
如
き
も
の
郎
も
奥
へ
ら
れ
た
る
目
標
り

尺
度
に

h
得
5
る
の
放
を
以

τ、
直
も
に
政
策
論
は
指
導
性
を
失
ふ
も
の
で
ゐ
る
、

E
は
云
へ
な
い
。
然
も
氏
が

術
そ
れ
を
主
張
す
る
所
以
は
何
彪
に
求
め
う
る
に
ら
う
か
。
滋
に
於
て
私
は
氏
の
内
在
的
批
判
な
る
も
の
を
吟
味

す
る
遁
嘗
な
る
機
曾
に
建

L
た
採
に
思
ム
。
氏
は
右
仁
も
述
べ
た
る
が
如
〈
内
在
的
批
判
は
奥
へ
ら
れ
た
る
目
標

に
謝
す
る
手
段
匂
迎
合
闘
係
を
諭
す
る
、
特
に
こ
の
目
棋
に
組
合
す
る
や
否
や
の
関
係
仁
於
て
英
手
段
を
批
判
す

る
ご
云
ふ

τゐ
る
。
却
も
こ
の
場
合

ω政
策
論
の
批
判
の
尺
度
は
唯
所
興
の
目
標
の
み
な
り
ピ
考
へ

T
ゐ
る
様
で



ゐ
る
0

3
れ
ば
守
』
そ
内
在
的
批
判
正
一
耳
ふ
表
現
b
意
駄
を
持
つ
-
』
正
、
な

h
・
内
在
的
な
る
限
り
こ
の
目
標
り
符

に
す
る
手
段
り
泊
合
側
係
の
研
究
は
水
久
に
目
以
全
定
め
た
も
の
、
支
配
、
印
ち
骨
岬
政
者
或
は
脚
周
際
家

ω意
志

ω

支
配
を
枕
す
る
す
』
ピ
止
符
グ
る
乙
官
、
な

h
、
そ
的
研
究
は
制
限
せ

ιれ
た
る
脚
炊
き
研
究
ピ
潟
b
終
b
、
宝
も
指

準
的
た
ち
得
な
い
ご
云
ふ
結
論
に
も
遼
す
る

ω
で
あ
ら
'
フ
。
政
策
準
的
同
様
に
内
布
的
な
る
研
究
に
閥
寸
る
氏
の

解
稗
の
下
に
於
℃
氏
山
り
加
さ
見
解
に
法
曹
る
e

』
ピ
は
誠
に
止
む
会
得
な
い
γ
;
と
で
あ
ら
う
。
が
そ
れ
は
奥
へ
ら
れ

た
る
目
標

ω範
凶
内
に
於
げ
る
指
準
的
経
済
政
策
的
研
究

ω全
部
を
合
む
も
の
で
あ
ら
う
か
。
を
は
反
っ
て
異
に

経
憐
政
策
的
な
る
も

ω
に
鯛
れ
古
る
腕
究
だ
ピ
縛
す
こ
正
が
出
来
な
い
で
あ
ら
う
か
。

例
へ
ば
山
平
見
を
以
っ
て
す
れ
ば
経
憐
政
策
皐
が
艦
怖
政
策
山
崎
千
ご
し
工
的
重
要
な
る
特
質
の
一
は
、

そ
が
必
然
に
、

諸
多
の
考
ヘ
フ
可
吉

M
棋

w
制
限
を
受
付
、
従
っ
て
純
粋
に
純
憐
的
な
る
考
慮
に
の
み
支
配
せ
ら
る
、
理
論
で
は

な
い
ご
し
て
も
結
局
に
於

τは
或

H
減
退
ボ
ロ
錦
に
艇
蹴
倒
的
手
段
が
遇
ば
る
、
に
際

L
て
、
こ
の
手
段
の
団
地
捧

の
見
込
正
そ
り
手
以
内
運
刷
子
宮
経
一
瞬
山
根
本
以
迎
に
泊
人
ロ
ゼ

L
U
る
ご
一
再
ふ
一
つ
の
技
術
的

ω研
究
た
る
酷
に

存
し
、
か
、
る
技
術
的
純
系
が
特
定

ω
輿
へ
ら
れ
た
る
目
標
に
閲
J
る
限
h
に
於

t
得
ら
れ
た
る
以
上
は
こ
の
技

術
的
理
論
に
回
附
し
て
乎
質
上
県
へ
ら
れ
た
る
・
又
は
推
測
せ
ら
る
、
一
特
定
の
目
標
に
劃
す
る
各
柿
の
奥
へ
ら
れ
た

る
手
段
が
批
判
せ
ら
れ
得
る
こ
吉
、
な

h
、
更
に
こ
の
批
判
に
従
っ

τ事
賞
‘
宵
際
家
は
自
己
の
費
践
を
合
理
化

す
る
ニ
ご
が
可
飽

l
l勿
論
彼
等
が
、
』
れ
を
欲
し
、
之
を
採
用
す
る
限
h
に
於
て

1
1
ピ
な

h
、
従
っ

τ叉
こ
の

限
h
に
於

τ・
』
れ
等
山
研
究
は
そ
の
所
輿

ω
目
様
的
性
質
の
如
何
は
兎
に
角
指
導
的
た
・
り
得
る
こ
正
、
も
な

b
得

ご
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

る
で
あ
ら
う
、

詑

苑

紐
済
政
策
事
に
品
即
け
る
超
越
的
目
棋
に
就
い
て

第
一
一
寸
λ
巻

=一O
丸

望書

観

七



誼

繍
済
政
策
事
に
於
け
る
超
越
的
目
械
に
就
い
て

O 

苑

第
二
十
八
巻

第

貌

λ 

若
し
私
の
提
出
せ
る
問
題
が
無
難
に
是
認
せ
ら
れ
得
る
も
の

Z
す
れ
ば
内
在
的
研
究
に
闘
す
る
V

ヤ
ヅ
ク
氏
の

如
告
見
解
は
政
策
論

ω指
端
的
研
究

ω
一
面
全
白
血
れ
た
る
も
の
己
一
五
ム
可
き

ωみ
な
ら
中
、
的
を
失
せ
品
政
策
論

さ
も
云
ひ
得
ぺ
〈
、
ー
そ
の
指
事
的
資
格
の
全
掘
り
脊
訟
は
根
燥
な
き
主
張
正
な
り
終
h
、
第
一
に
附
す
る
限
h
の

問
題
は
積
極
的
方
面
よ
b
解
決
せ
ら
る
、
ニ
ご
、
な
る
で
あ
ら
う
。
然
し
こ
の
積
極
的
な
る
部
分
に
闘

f
る
限
り

に
於
て
は
そ
れ
自
僅
剣
一
つ
の
問
題
の
提
出
で
ゐ
っ
て
私
は
今
俄
に
之
を
解
決
し
よ
う
ご
す
る
者
で
は
な
い
。
特

に
有
議
べ
た
る
経
済
の
根
本
胤
理
主
耳
ム
も
の
を
如
何
に
解
す
b
ゃ
に
就
き
て
は
極
め
て
困
難
な
る
問
題
が
包
蔵

せ
ら
れ
居
る
で
あ
ら
う
。
が
兎
に
角
な

ω提
出
す
る
悶
闘
が
認
め
ら
晶
、
こ
吉
、
な
れ
ば
、
氏
の
問
題
は
一
面
に

於
て
解
決
合
見
る
の
で
あ
る
が
・
』
れ
が
未
解
決
の
ま
、
残
る
己
し
て
も
氏
が
第
二
段
に
主
張
す
る
が
如
〈
、
目
標

自
慢

ω
尺
度
ご
潟
、
り
得
ぬ
も
の
は
指
導
的
た
b
得
な
い
ご
一
五
ふ

-
-
Z
の
放
を
以

τ直
に
指
導
的
な
る
も
の
は
超
越

的
目
様
で
あ
れ
ッ
、
超
越
的
な
る
目
楳
に
従
ム
桝
究
が
客
観
性
め
る
こ

t
の
放
を
以

τ、
品
、
の
研
究
が
客
観
的
に
指

摘
噌
的
な
る
資
格
を
持
つ
ニ
正
、
然
も
氏

ω主
張
す
る
が
如
〈
奥
へ
ら
れ
た
る
目
標
の
尺
度
Z
な
る
意
味
に
於
て
客

観
的
仁
指
議
的
正
な
る
こ
芭
は
・
直
仁
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
第
二
に
越
ぺ

τ氏
の
主
張
の

本
質
を
明
か
に
し
度
い

Z
思
ム
。

以
下
第
二
を
吟
味
L
て
見
皮
い
ご
思
ふ
。

郎
ち
氏
に
よ
れ
ば
経
済
政
策
論
が
指
導
的
資
絡
を
得
ん
が
錦
に
は
‘
換
言
す
れ
ば
、
氏
の
場
合
に
於
て
は
、
奥
へ

ら
れ
柁
る
目
標
の
常
否
を
批
判
せ
ん
が
震
に
は
政
策
論
は
超
越
的
目
標
に
従
っ
て
研
究
せ
ら
れ
古
る
ぺ
か
ι
A
Y
Z

鋳
す
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
抑
I
科
率
的
ド
見

τ何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

. 
d 
吋



第
一
の
命
題
eT
吾
人
の
如
〈
解
す
る
立
場
よ
h
す
る
第
二
の
命
題
の
解
縛
に
閲
す
る
部
分
は
、
氏
に
吉
つ
て
は

問
題
Z
な
b
得
な
い
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
吾
人
は
暫
〈
氏
の
立
場
に
従
ム
も
の
ご
し
て
そ
れ
が
科
事
的
に
如
何
な

る
意
味
含
有
す
る
か
を
吟
味
し
て
見
皮
ぃ
。
私
の
考
へ
に
依
れ
ば
此
蕗
に
意
味
せ
ら
る
、
主
張
Z
し
て
の
結
論
は

大
飽
究

ω如
き
論
理
的
遇
制
何
か
ら
得
ら
れ
陀
る
も
の
ど
見
る
の
他
は
な
い
。
印
ち

氏
は
先
づ
第
一
に
於
て
目
棋
に
内
在
す
る
経
済
政
策
的
研
究
は
本
来
指
導
的
資
叶
慣
を
快
ぐ
も
の
、
特
に
奥
へ
ら

れ
た
る
目
標
を
批
判
す
る
尺
皮
ピ
な
ー
り
得
な
い
己
一
五
ふ
意
味
に
於
て
指
導
的
資
絡
を
銚
〈
も
の
ご
錯
し
た
判
。

次
に
氏
は
そ
の
所
論
超
越
的
目
標
に
従
ム
研
究
が
指
道
的
た
る
ご
同
時
仁
叉
科
率
的
削
も
客
削
倒
的
た
り
得
る
こ

子
炉
Z、
の
論
文
の
第
二
節
に
於
て
明
か
に
し
た
川
o

然
る
後
、
こ
の
超
越
的
研
究
は
指
域
的
な
る
芯
岡
崎
に
客
翻
的
な
る
が
故
に
、
経
済
政
策
論
が
即
守
山
剛
山
聞
に
山
制
的
唱

山
削
た
ら
ん
ぜ
す
れ
ば
一
』
の
超
越
的
研
究
た
ら

F
る
べ
か
ら
や
吉
一
千
品
結
論
金
得
三
錯
す
の
で
わ
る
町
。

)

(

 

叫
い
は
客
制
的
-
ド
は
兎
に
角
、
氏
的
解
す
る
が
如
き
意
味
に
於
て
は
、
即
も
指
導
的
資
格
正
一
古
ふ
ニ
正
を
、
奥
へ

ら
れ
た
る
回
線
自
健
内
批
判

ω尺
皮
た

h
得
る
資
格
正
見
る
限
b
に
於

τは
‘
一
廊
是
認
せ
ら
れ
得
る
二
百
前
言

の
如
〈
で
あ
る
。
川
い

ω織
は
戒
般
定
山
下
に
奥
へ
ら
れ
た
る
目
楳
以
外
凶
任
意

ω但
L
経
験
に
根
械
を
有
す
る
目

標
を
取
b
、
こ
れ

Z
特
定
の
手
段
ピ
の
適
合
閥
係
を
研
究
す
る
も
の
で
め
る
か
ら
、
そ
は
一
郎
務
皐
性
を
有
す
る

も
ω
Z
す
る
こ
芭
に
於
て
問
題
は
な
い
で
ゐ
ら
う
。
が
然
し
こ
の
A

B
の
二
前
提
か
ら
氏
の
主
張
す
る
が
如
く
嘗

然
に
い
な
る
結
論
が
得
ら
れ
る
ご
は
察
易
仁
考
へ
ら
れ
な
い
の
で
め
る
。
卸
も
超
越
的
研
究
に
指
導
性
が
ゐ
る
E

し
て
も
、
叉
超
越
的
研
先
に
客
観
性
ゐ
り
ど
し
て
も
・
そ
れ
が
震
に
、
客
観
的
な
る
指
導
性
を
有
す
る
も
の
は
そ

説

苑

翻
持
政
策
離
に
於
け
る
超
越
的
目
標
に
就
い
て

第
ニ
十
λ
密

部

観

ゴL



詑

苑

融
済
政
策
事
に
於
ゆ
る
超
越
前
目
標
に
就
い
て

第
二
十
八
巻

一一一一

O 

第
コ
棋

の
所
調
超
越
的
目
標

ωみ
な
b
や
否
や
は
疑
問
で
ゐ
る
。
氏
は
'
』
の
疑
問
を
超
越
し
て
C
な
る
結
論
に
達
し
た
る

も
の
、
如
〈
で
ゐ
る
。
政
策
に
闘
す
る
超
越
的
腕
究
が
論
理
を
超
越
す
る
も
の
な
ら
ば
則
ち
止
h
u
o
氏
に
し
て
そ

の
論
文
の
同
一
政
日
於

τ主
張
す
る
が
如
〈
綴
憐
政
策
事
の
方
法
論
的
研
先
に
貢
献
せ
ん
ご
期
す
る
者
な
る
以
上

は
、
右
の
貼
は
明
か
に
せ
ら
れ
な
り
れ
ば
な
ら
品
。

私
以
助
広
に
氏

ω所
甜
指
出
場
性
な
る
も
の
、
本
M
H
を
夏
に
進
ん
で
考
察
官
る
機
曾
に
達
し
た
o

氏
が
以
っ
て
指

導
的
己
錯
す
も

ωは
、
そ

ω外
見
的
多
義
性
に
も
拘
ら
す
、
結
局
所
拠

ω目
標
り
尺
度
ご
な
る
事
に
蹄
す
る

ωで

ゐ
品
。
が
忍
山
考
へ
に
従
へ
ば
拠
へ
ら
れ
た
る

H
棋
正
は
倣
仁
一
つ
の
償
値
判
断
で
ゐ
h
、
是
こ
に
は
常
然
そ
れ

に
封
附
加
す
る
償
他
，
理
想
が
存
在
す
る
。
然
る
に
氏
り
場
合
仁
於
げ
る
或
倒
値
判
断
り
尺
度
ざ
は
何
か
。
そ
は
結

局
何
等
か
的
意
味
に
於
り
る
酬
明
伯
、
理
想
然
も
そ
は
他
り
穏

ω
債
抽
出
理
想
な
る
か
戒
は
又
よ
h
高
次
な
る
痕
伯
理

想
な
る
か
の
他
で
は
ゐ
ム
リ
得
な
い
。
此
等

ω償
他
.
理
想
が
典
へ
ら
れ
た
る
即
も
質
践
家
的
ー
定
め
た
る
円
棋
の
尺

皮
己
な
り
得
る
ピ
云
ム
こ
ご
は
換
言
す
れ
ば
前
者

ω場
合
に
於
て
は
一
つ
の
煩
値
セ
示
し
て
之
に
従
は
L
め
る
、

或
は
強
制
す
る
Z
云
ム
噂
』
正
で
あ
b
、
後
者
凶
場
合
に
於

τは
よ
り
高
次
な
る
伺
値
が
よ
b
低
次
な
る
償
値
を
指

導
す
る
ご
云
子
】
正
を
五
除
す
る
。
此
臓
に
於
玉
音
々

ω問
題
は
結
局
・
傾
低
に
同
宮
向
。
丘

E
ロ
聞
を
-
秘
め
る
か

否
か
正
一
五
ふ
こ
正
に
蹄
す
る
。
此
際
氏
が
若
し
倒
値
に
於
り
る
階
紙
金
認
め
る
な
ら
ば
・
所
典

ω
目
岡
崎
山
一
パ
由
民
ざ

し
て
の
超
越
的

H
M闘
な
る
も

ω
、
、
威
主
は
可
能
己
な
る
o

若
し
傾
低

ω階
紙
を
是
必
せ

e

さ
る
限
h
に
於
て
は
、

指
導
的
尺
度
批
判
的
尺
度
正
し
て
の
超
越
的
目
標
な
る
も
の
は
無
意
義
正
な
る
。
蓋
L
伺
低
に
階
紋
な
し
正
す
れ

ば
‘
典
へ
ら
れ
た
る
目
標
は
、
各
賞
然
そ
れ
に
掛
臆
す
る
最
高
価
慣
値
・
理
想
を
有
す
可
{
、
各
ー
の
最
高
額
値
は



互
に
他
仁
よ

b
て
尺
皮
せ
ら
る
‘
、
ニ

Z
は
あ
ち
待
凶
か
ち
で
あ
る
。
然
ら
ば
氏
は
事
質
国
間
値

ω階
級
に
閲
し
て
如

何
な
る
態
度
を
持
す
る
も
の
で
あ
る
か
o
遺
憾
乍
ら
花
は
此
鮎
に
闘
す
る
氏
の
何
等
の
積
極
的
な
る
態
度
を
、
阪

迎

ω論
文
に
於
-1
、
見
出
し
符
な
い
w

の
で
あ
る
o
併
l
私
は
、
氏
が
常
然
に
胴
桐
儲

ω
同

B
向
。
丘
言
語
ぞ
是
認
せ

ん
己
す
る
も
の
に
非
ら

F
る
こ
子
宮
、
超
越
的
日
悦

ω促
定
な
る
試
み
に
於
て
鐙
す
る
こ
Z

M

V

出
来
る
さ
思
ふ
。

蓋
し
階
級

ω
認
め
ら
る
、
調
値
-T
問
題
干
し
っ
、
武
般
定
的
倒
他
を
求
め
て
、
之
に
樹
脂
す
可
き
手
段
を
論
じ
、

又
二
一
ω倒
値
以
布
一
場
性
的
客
翻
的
な
る
こ

tef-敢
え
て
論
設
す
る
要
を
見
凶
か
ら
で
ゐ
る
。
然
ら
ば
氏
は
田
県
韮
立
失

事
等

ω論
調
他
聞
り
階
級
を
認
め
古
る
も

ωな
り
や
。
告
は
勿
論
前
越
川
り
如
〈
判
然
し
な
い
が
、
若
し
氏
が
こ
の

立
場
じ
ゐ
る
も
の
て
す
れ
ば
、
常
然
民
主
版
印
も
指
導
的
な
る
目
桜
は
超
越
的
恨
定
的
目
標
た
る
可
し
ピ
す
る
主

張
は
前
遁

ω理
由
に
よ
り
、
否
定
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

唯
此
際
、
的
倒
伯

ω階
級
を
認
め
市
ヲ
ピ
す
る
場
合
仁
於

τ.
氏
的
主
抜
が
是
認
せ
ら
る
可
き
は
、
特
定

ω仮
定

的
傾
似
を
採
・
り
て
、
郎
も
所
典
の
酬
明
値
以
外

ω、
然
も
紋
織
に
根
祇
士
有
す
る
、
府
民
現
可
能
的
な
る
倒
飾
を
撰
ぴ

て
‘
之
に
封
勝
す
る
手
段
を
も
指
摘
す
る
-
=
」
が
、
其
研
究
じ
し
て
説
ち
な
き
以
上
戒
意
味
に
於
て
指
導
的
に
hJ

得
る
宝
石
ふ
一
鮎
に
於
て
で
あ
る
o

併
し
こ
の
こ

Z
は
、
氏
の
真
に
進
ん
で
主
張
す
る
が
如

f
、
碇
も
に
そ
の
所

謁
指
導
的
な
る
目
棋
的
設
定
を
生
み
、
興
へ
ら
れ
た
る
目
様

ω尺
皮

ω確
定
一
見
に
は
こ
の
所
奥
の
目
標

ω批
判
の

可
能
ピ
云
ふ
が
如
き
蔀
貨
の
展
開
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
奥
へ
ら
れ
た
る
目
標
自
慢
の
中
に
も
、
仮

定
的
目
標
に
針
立
す
可
き
縄
自
の
他

ω伺
値
理
想
が
合
ま
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
o

向
最
後
に
、

1
1
こ
、
で
は
詳
論
の
徐
裕
を
得
な
い
が

1
1氏
は
マ
イ
ノ
V

グ
の
〉
ロ
ロ
各
自
m
設
を
援
用

L

て
、
業
俄
定
的
目
標
な
る
も
の
・
、
客
翻
性
を
諸
問
す
る
こ
ご
に
努
め
て
居
る
が
.
元
来
7

氏
が
〉
2
5
F目
。
に
闘

日せ

苑

組
済
政
策
血
平
に
於
灯
る
超
越
的
目
艇
に
就
い
て

ー

銘
ニ
十
λ
巻
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詑

苑

極
済
政
策
皐
に
於
附
る
畝
越
的
目
棋
に
就
V
て

第
ニ
十
入
品
甘

凹

銘

銑

-孟

し
て
。
£
日
号
一
正
裕
し
て
居
る
場
合
に
は
、
を
は
伺
仮
に
閲
す
る
信
念
を
援
き
に
し

τの
事
を
主
た
る
問
題
ご

し
て
居
る
様
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
は
経
済
的
質
践
に
於
け
る
指
導
的
客
凱
的
な
る
償
値
の
、
論
理
的
基
礎
づ
げ
を

行
は
ん
E
す
る
氏
の
本
来
の
意
闘
に
は
直
ち
に
貢
献
的
な
る
知
識
で
は
な
い
様
に
忠
は
れ
る
。

之
を
要
す
る
仁
、
氏
の
如
〈
限
定
的
日
棋
を
是
認
す
る
立
場
よ
、
り
し
て
は
統
一
的
に
指
噂
的
な
る
目
標
の
設
定

は
符
ら
る
可
く
も
な
い
1
0

従
っ
て
又
一
般
的
に
指
導
的
ピ
な
り
、
尺
践
を
提
供
す
る
が
如
、
2
-
」
ご
、
卸
も
興
へ
ら

れ
た
る
目
棋
を
批
判
す
る
が
如
吉
こ
ご
は
到
底
地
む
可
く
も
な
い
。
か
く
て
又
政
策
論
が
、
指
議
的
資
格
を
得
ん

が
掛
川
に
は
、
超
越
的
同
様
に
従
つ

C
研
究
せ
ら
れ
グ
る
可
ら
や
さ
百
ふ
氏

ω第
二
の
主
張
に
は
、
そ
の
受
賞
の
範

囲
に
闘
し
で
も
基
礎
づ
り
に
闘
し

τも
不
備
不
蛍
な
る
も

ω
が
多
い
の
を
知
る

ω
で
あ
る
。

四

結

ユZ
一口

上
過
に
於
て
私
は
V

ヤ
ッ
ク
氏
的
政
策
に
於
け
る
超
越
的
目
標
・
一
見
に
批
判
な
る
問
題
を
・
氏
の
立
場
よ
h
分

析
吟
味
す
る
4
Z
じ
よ
!
り

τ、
一
而
仁
は
氏
が
看
過
ゼ
し
、
経
済
政
策
事
仁
於
り
る
指
噂
的
研
究
の
俄
地
を
.
問

題
ご
し
・
他
面
に
は
、
氏
の
主
題
正
せ
る
超
越
的
自
楳
ご
そ
の
指
溝
性
の
問
題
に
闘
し
て
、
其
腕
究
が
不
備
な
h

z考
へ
ら
る
、
貼
の
概
略
を
指
摘
し
っ
、
、
本
来
示
唆
に
笛
め
る
こ
の
研
究
を
、
結
局
に
於

τは
極
め
て
不
徹
底

な
る
も
の

Z
な
り
終
ら
じ
め
た
る
事
情
の
背
後
に
は
、
枇
曾
科
曲
学
研
究
方
法
に
閲
す
る
、
何
等
か
の
重
大
な
る
或

根
本
的
快
陥
が
伏
在
す
る
に
非
ら

F
る
か
を
‘
僅
か
に
暗
示
し
得
た
積
り
で
あ
る
。
が
併
L
、
こ
の
最
後
の
部
分

に
闘
し
て
積
極
的
に
言
及
す
る
可
き
充
分
な
る
準
備
を
有
し
な
か
っ
た
事
は
、
甚
ピ
遺
憾
に
堪
へ
な
い
。
織
で
が

寧
な
る
問
題
の
提
出
よ
b
以
上
の
意
味
を
有
せ
ぎ
る
ニ
の
拙
文
で
は
、
勿
論
多
〈
の
不
備
芭
諜
謬
£
が
恐
れ
ら
れ

る
o

叉
行
論
の
都
合
上
言
及
を
避
け
た
る
こ

Z
も
少
〈
な
い
。
私
は
之
等
の
総
て
に
闘
す
る
展
開
正
補
正
ど
を
他

日
に
期
し
度
い
ご
思
ふ
。


